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平成 20年 3月 20日に東京（千駄ヶ谷）で開かれた向上研修会に
参加致しました。 
 当日は全国から北は北海道、南は鹿児島の健康生きがいづくり

アドバイザーの会員が 100 余名参加され、講演を熱心に聴き、
活発な質疑と意見交換もされました、またアドバイザー間で情報

交換や相互交流もあり、大いに盛り上り大変有意義な研修会でした。 
 この研修会で学んだことをこれからの栃木県健生協議会の活

動に生かして行きたいと思っております。 
（栃木県健生協議会から参加されたアドバイザーは、伊藤康子氏、

増渕博氏、田代利雄氏、森山京逸の 4名でした） 
＊向上会のスケジュール 
1、13時より開会及び平成 19年度 功労者表彰 
 ・栃木県健生協議会から増渕博氏、田代利雄氏が功労賞を受賞

されました。心からお祝いを申し上げます。 
2、特別講演「介護予防の現状と取り組み」 
    講師 東京都老人総合研究所副所長 鈴木隆雄氏 
3、講演  「効果的な講演・講義のすすめ方」 
    講師 神戸学院大学法学部教授   赤堀勝彦氏 

☆ (財)健康･生きがい開発財団主催の ☆ 

第 5回健康生きがいづくり向上研修会に参加して 
（広報部 森山京逸） 
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平
成
十
九
年
度
の
“
栃
木
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議
会
” 

活
動
は
、 

会
員
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
充
実
し
た
一
年
で
し
た
。 

会
報
第
七
号
発
行
に
あ
た
っ
て
！ 

会
長 

伊
藤
康
子 

 

こ
の
度
も
、
会
報
７
号
が
皆
様
の
お
陰
で

発
行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ご
苦
労
様

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
十
九
年
度
は
、
五
号
が
七
月
一
日

付
け
で
発
行
さ
れ
、
新
体
制
で
の
熱
き
思
い

が
語
ら
れ
、
そ
し
て
、
十
一
月
一
日
付
け

の
六
号
に
は
、
つ
い
に
そ
の
思
い
の
結
集
が

『
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
in
と
ち
ぎ
』
の

第
一
弾
と
し
て
「
志
賀
か
う
子
先
生
の
お
話

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
う
た
を
聴
く
会
」
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
記
事
を
載
せ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
更
に
、
こ
の
七
号
で
も
『
健
康

生
き
が
い
づ
く
り
in
と
ち
ぎ
』
第
二
弾

の
、〔
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事

業
モ
デ
ル
の
試
行
事
業
〕
の
採
択
を
得
て
、

「
暮
ら
し
の
中
の
き
こ
え
改
善
支
援
事
業
」

の
イ
ベ
ン
ト
模
様
を
お
知
ら
せ
で
き
る
事

に
な
り
ま
し
た
。 

思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
の
一
年
の
間
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
二
つ
と
、
各
部
で
の

活
動
も
含
め
て
、
活
動
で
き
る
数
少
な
い

会
員
の
中
で
、
無
理
に
無
理
を
重
ね
な
が

ら
も
、
よ
く
ぞ
成
し
遂
げ
る
事
が
で
き
た

と
、
会
員
の
団
結
力
と
努
力
に
感
謝
す
る

ば
か
り
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

協
議
会
と
し
て
学
ぶ
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
事
も
実
感
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。 

反
省
す
る
と
こ
ろ
は
反
省
し
、
そ
れ
を

活
か
し
な
が
ら
こ
の
力
を
協
議
会
の
底
力

と
し
て
、
来
期
は
、「
み
ん
な
で
担
う
生
き

が
い
あ
る
協
議
会
」
の
新
会
員
拡
充
に
力
を

入
れ
、
よ
り
安
定
し
た
協
議
会
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 
今号の主な記事 

○ 会報七号発行に当たって！ 
○ 第 5回「健康･生きがいづくり向上」 

研修会に参加して 
○ イベント『健康生きがいづくり in とちぎ』 

｢きこえの改善｣盛大に開催される 
○ 19年度｢アドバイザー養成講座｣を終了して 
○ 古希の祝い？｢ホールインワン｣ 
○ 自然と水めぐり(尚仁沢散策) 
○ 講演の講師養成・講演活動 
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平
成
二
十
年
二
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
行
わ
れ
た
「
講

演
会
」
と
「
き
こ
え
の
悩
み
相
談
会
」
は
、
大
勢
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
回
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
際
し
て
、
栃
木
県
、
(福)
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
、
(財)
栃

木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
(株)
下
野
新
聞
社
に
絶
大
な
る
後
援
を
、ま
た
、と
ち
ぎ
放
送
、県

内
各
市
町
の
広
報
誌
、な
ら
び
に
朝
日･

読
売･
毎
日
の
各
新
聞
社
に
掲
載
を
い
た
だ
き
、お
陰

を
も
ち
ま
し
て
「
き
こ
え
の
悩
み
」
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
、多
く
の
県
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を

い
た
だ
く
こ
と
が
ま
し
た
。 

 

講
演
会 

第
一
部 

 

『
き
こ
え
を
も
っ
と
活
用
す
る
た
め
に
』 

<

難
聴
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
補
聴
器
の
適
応
を> 

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
栃
木
県
キ
ー
パ
ー
ソ
ン 

済
生
会
宇
都
宮
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
々
長 

新
田
清
一
先
生 

<

補
聴
器
の
選
び
方
・使
い
方> 

済
生
会
宇
都
宮
病
院
言
語
聴
覚
士 

 
 

鈴
木
大
介
先
生 

伊
藤
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
田
・

鈴
木
の
両
先
生
か
ら
次
の
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

現
在
、
難
聴
で
不
自
由
を
感
じ
て
い
る

高
齢
者
等
が
相
当
数
お
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
解
決
手
段
と
し
て
の
補
聴
器

は
普
及
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

難
聴
と
ひ
と
こ
と
で
表
現
さ
れ
る
症
状

に
は
、
障
害
部
位
、
原
因
が
非
常
に
多
彩
に

存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
外
耳
よ
り
入
っ
た

音
刺
激
が
大
脳
側
頭
葉
聴
野
に
到
達
す
る

 

経
路
の
う
ち
、
ど
の
部
位
に
病
変
が
あ

っ
て
も
難
聴
に
な
る
こ
と
か
ら
、
治

療
に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
、

先
ず
専
門
医
で
医
学
検
査
を
行
い
、

補
聴
器
を
装
着
す
る
こ
と
に
問
題

が
な
い
か
を
確
認
し
た
後
、
販
売
業

者
か
ら
補
聴
器
を
入
手
す
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

耳
が
き
こ
え
に
く
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
自
分
は
難
聴
だ
と
す
ぐ
に

自
己
診
断
す
る
の
は
禁
物
だ
。
難
聴

に
は
大
き
く
分
け
て
伝
音
難
聴
と

感
音
難
聴
の
二
種
類
が
あ
り
、
外
耳

や
中
耳
の
損
傷
や
炎
症
が
引
き
起
こ
す

伝
音
難
聴
な
ら
ば
、
手
術
を
含
め
た

治
療
に
よ
っ
て
聴
力
の
回
復
が
可
能

で
す
。
高
齢
者
の
難
聴
は
、
感
音
難
聴

(

内
耳
や
神
経
の
障
害)

の
一
種
で
、

治
療
に
よ
っ
て
聴
力
を
取
り
戻
す

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て

は
補
聴
器
の
利
用
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
専
門
医
の
検
査
を
受
け

て
、
自
分
が
老
人
性
難
聴
か
ど
う
か
を
、
先
ず
は
っ
き
り

知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
聴
力
検
査
で
難
聴
の
程
度

を
測
る
「
音
の
大
き
さ
単
位
」
は
デ
シ
ベ
ル(

ｄＢ)

で
、

０(

ｾﾞﾛ)

デ
シ
ベ
ル
は
、
若
く
健
康
な
耳
の
人
が
聞
く

こ
と
の
出
来
る
、
最
も
小
さ
い
音
を
指
し
、
100
デ
シ

ベ
ル
は
、
通
常
の
人
間
が
何
と
か
我
慢
で
き
る
最
大
の

音
と
さ
れ
て
い
る
。 

難
聴
の
程
度
を
、
聴
力
レ
ベ
ル(

き
こ
え
る
音
の
大

き
さ)

の
範
囲
で
測
り
、
ど
の
聴
力
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば

補
聴
器
が
必
要
だ
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
基
準
は
な

い
が
、
難
聴
の
専
門
医
の
間
で
の
一
応
の
目
安
は
、

「
約
40
デ
シ
ベ
ル
」
と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、

で
き
る
だ
け
軽
度
の
う
ち
か
ら
補
聴
器
を
使
っ
た

ほ
う
が
、
有
益
な
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
身
障
者
福
祉
法
に
よ
り
補
聴
器
の
支
給
が
受
け

ら
れ
る
の
は
、
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
高
度
な
難
聴
者

の
場
合
で
、
軽
度
〜
中
程
度
の
難
聴
者
で
は
、
聴
力

検
査
な
ど
に
は
、
も
ち
ろ
ん
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
が
、

補
聴
器
そ
の
も
の
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
供
給
シ
ス
テ
ム
や
補
聴
器
業
者
の
問
題

等
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
。 

 

最
後
に
、
良
い
補
聴
器
販
売
店
の
選
び
方
・
知
っ
て

お
き
た
い
チ
ェ
ッ
ク
事
項
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

�
 

耳
鼻
咽
喉
科
と
連
携
し
て
い
る
か
？ 

�
 

検
査(

音
や
こ
と
ば)

を
や
っ
て
い
る
か
？ 

�
 

い
く
つ
か
の
補
聴
器
を
提
示
し
て
く
れ
る
か
？ 

�
 

試
聴(

聞
き
比
べ)

や
貸
し
出
し
を
し
て
く
れ
る
か
？ 

�
 

使
用
方
法
の
説
明
は
あ
る
か
？ 

�
 

調
整
を
何
度
で
も
無
料
で
し
て
く
れ
る
か
？ 

 

ま
た
、
問
題
が
あ
れ
ば
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

す
る
等
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
忠
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

開会にあたり挨拶する伊藤会長 

 健
康
生
き
が
い
づ
く
り 

ｉｎ 

と
ち
ぎ 

「
暮
ら
し
の
中
の
き
こ
え
改
善
支
援
事
業
」
の 

イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 

広
報
部
長 

黒
宮 

ヤ
ヨ
イ 
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講
演
会 

第
二
部 

 

『
最
近
の
補
聴
器
の
機
能
と
各
タ
イ
プ
の
特
徴
』 

有
限
責
任
中
間
法
人 

日
本
補
聴
器
工
業
会 

事
務
局
長 

井
村
行
雄
氏 

補
聴
器
は
、
一
九
二
〇
年
頃
に
、
真
空
管
に
よ
る

増
幅
器
を
持
っ
た
、
現
在
の
補
聴
器
の
基
本
と
い
え
る

構
成
が
誕
生
し
て
か
ら
約
七
〇
年
間
、
ア
ナ
ロ
グ
回
路

で｢

音
を
増
幅
す
る｣

こ
と
を
基
本
に
さ
ま
ざ
ま
な

進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。 

と
こ
ろ
が
難
聴
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
聞
こ
え
を

追
求
し
て
ゆ
く
と
、
単
に
音
を
増
幅
す
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
音
を
加
工
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
音
の
強
さ

や
成
分
を
分
析
し
て
、
難
聴
者
が
こ
と
ば
を
聞
き

や
す
い
音
に
作
り
変
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
こ
れ
を
実
現
す
る

手
段
と
し
て
、
半
導
体
技
術
の
向
上
と
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
回
路
の
採
用
が
始
ま
っ
た
。 

最
近
の
補
聴
器
の
機
能(

マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
信
号

処
理
、
ノ
ン
リ
ニ
ア
増
幅
処
理
、
騒
音
抑
制
機
能
、

指
向
性
機
能
、
ハ
ウ
リ
ン
グ
抑
制
機
能
等)

は
、

大
幅
に
向
上
し
た
。
機
能
レ
ベ
ル
分
類
と

価
格
、
補
聴
器
の
機
能
を
理
解
し
て
、
装
用

(

使
用)

目
的
に
合
い
、
経
済
的
・
合
理
的
な

観
点
か
ら
、
補
聴
器
の
選
び
方
に
つ
い
て
細

か
い
講
演
が
あ
っ
た
。 

 

第
三
部
と
し
て
、
現
在
、
き
こ
え
に
つ
い
て

ご
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
県
民
の
皆
様

に
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
等
で
申
込
み
を
い
た
だ

い
た
39
名
様
に｢

き
こ
え
の
悩
み
相
談

会｣
を
、
講
演
を
い
た
だ
い
た
両
先
生
と
日

本
補
聴
器
販
売
店
協
会
関
東
支
部
栃
木
県

部
会
員
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。 

平
成
十
九
年
度
「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」 

養
成
講
座
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

受
講
生
二
名
を
迎
え
、

講
師
に
は
会
員
の
ほ
か
、

財
団
よ
り
伊
藤
美
和
先
生
を

迎
え
、
十
二
月
八
日 

第
一
次

資
格
審
査
試
験
を
も
っ
て
、

養
成
講
座
を
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。 

養
成
講
座
受
講
者
へ
の

PR
な
ど
会
員
の
皆
様
に
は

格
別
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
が
、
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
知
名
度

や
受
講
料
な
ど
に
よ
り
、
受

講
者
が
思
う
よ
う
に
集
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、

受
講
者
の
利
便
性
を
考
え
な

が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
取
得
後
の
活
動
内
容
等
の

PR
に
も
務
め
、
受
講
者
を
一

人
で
も
、
多
く
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
研
修
部 

藤
田
三
夫
） 

古
希
の
祝
い
？ 

 
 
 
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

増
渕 

博  

 

昨
年
六
月
に
古
希
を
迎
え
た
。 

ゴ
ル
フ
歴
は
三
十
二
歳
か
ら
始
め
た
の
で

三
十
八
年
に
な
る
が
、
そ
の
間
90
を
切
れ
る

ス
コ
ア
ー
を
出
し
た
の
は
、
数
え
る
ほ
ど
。 

七
十
歳
に
な
る
と
月
例
会
の
テ
ィ
ー
グ
ラ

ン
ド
は
、
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
と
な
り
距
離
は

短
く
な
る
の
で
七
月
に
早
速
出
場
し
て
み

た
。 結

果
は
、
ス
コ
ア
ー
78
、
信
じ
ら
れ
な
い

ス
コ
ア
ー
で
あ
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
19

だ
っ
た
の
で
、
13
ア
ン
ダ
ー
と
脅
威
の
成
績

で
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
と
優
勝
を
い
た
だ
く
。 

ま
た
、
八
月
の
コ
ン
ペ
の
こ
と
で
あ
る
が
、

前
半
は
43
と
ま
あ
ま
あ
の
ス
コ
ア
ー
、
午
後

は
バ
ー
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ト
で
幸
先
が
い
い
な

と
思
っ
て
い
た
ら
、
三
ホ
ー
ル
目
の
174
ヤ
ー

ド
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
五
番
ア
イ
ア
ン
で

ヒ
ッ
ト
、
ピ
ン
の
右
側
か
ら
転
が
っ
た
ボ
ー

ル
が
、
ピ
ン
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
が
遠
く
て
よ
く
見
え
な
い
。 

た
ま
た
ま
先
行
組
み
の
人
が
見
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の

合
図
が
送
ら
れ
て
き
た
。 

ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ブ
ル
が
続
く
。
九
月
、

十
月
の
コ
ン
ペ
も
80
を
き
る
ス
コ
ア

ー
が
続
き
、
コ
ン
ペ
優
勝
の
連
続
、
長

い
ゴ
ル
フ
歴
の
中
で
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
あ
っ
た
。 

も
し
こ
の
世
に
ゴ
ル
フ
の
神
様
が
い

た
ら
、
古
希
の
お
祝
い
を
し
て
く
れ
た

の
で
し
ょ
う
。 

十
一
月
以
降
は
、
元
に
戻
り
95
が
や

っ
と
で
あ
る
。 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

①.

十
二
月
二
日
に
役
員
会･

定
例
会
を
開

催
し
、
終
了
後
、
今
年
の
反
省
と
親

睦
を
兼
ね
た
「
忘
年
会
」
が
、
宇
都

宮
駅
西
口
に
あ
る
「
魚
民｣

に
於
い
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

②.

二
月
十
七
日 

に
定
例
会
を
開
催
、
終

了
後
、
二
月
二
日
に
実
施
し
た
「
き

こ
え
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
の
“
ご

苦
労
さ
ん
会
”
を
、
忘
年
会
と
同
じ

「
魚
民
」
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
164
名
を
集
め
、
成
功
裡

に
終
わ
り
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け

会
員
の
団
結
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
仲

間
の
拡
充
を
誓
い
ま
し
た
。 

(

事
務
局
：
長
尾
嘉
郎) 
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活   

動  

事 
  

例 

自
然
と
水
め
ぐ
り
（
尚
仁
沢
散
策
） 

  

平
成
十
九
年
十
一
月
十
七
日(

土)  

午
前
八
時
三
十
分 

玉
生
交
差
点
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
駐
車
場
に
集
合
、 

総
員
十
六
名
で
、
事
業
部
活
動
の
一
つ
と
し
て
会
員
相
互

の
親
睦
と
一
般
の
方
へ
の
健
生
PR
も
兼
ね
て
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
実
施
し
た
。 

コ
ー
ス
は
、
尚
仁
沢
駐
車
場
か
ら
沢
伝
い
に
、
全
国

名
水
百
選
と
し
て
認
定
さ
れ
た
、
尚
仁
沢
湧
水
源
泉
ま
で

の
往
復
約
一
時
間
四
十
分
で
、
軽
く
汗
を
流
し
な
が
ら

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。 

源
泉
で
の
湧
き
水
の
美
味
し
い
事
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
持
ち
帰
り
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
の
を
楽
し

み
の
人
も
い
た
よ
う
だ
。 

そ
の
後
、
県
民
の
森
の
ミ
ツ
モ
チ
山
が
、
一
望
で
き

る
芝
生
の
あ
ず
ま
や
で
お
弁
当
を
食
べ
た
。 

見
晴
ら
し
が
良
い
だ
け
に
吹
き
さ
ら
し
で
寒
か
っ
た
。  

【
健
康
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】
３ 

 

講
師
活
動
チ
ー
ム
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
勉
強
会
（
野
中
ア
サ
さ
ん
担
当
）、

講
演
促
進
班(

島
方
正
敏
さ
ん
担
当)

、
講
師
派
遣
班
（
高
野
幸
夫
担
当)

で

構
成
さ
れ
、
毎
月
の
定
例
会
で
勉
強
会
や
活
動
報
告
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

  

平
成
十
九
年
度
の
定
例
会
実
施
日
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 
 

①
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
勉
強
会 

 
 
 

4
月
14
日
、
5
月
22
日
、
7
月
22
日
、
9
月
30
日
、
11
月
25
日 

 
 
 

1
月
27
日
、
3
月
23
日 

 
 

②
講
演
促
進
班 

 
 
 

6
月
5
日
、
8
月
7
日
、
10
月
10
日
、
12
月
5
日
、
2
月
5
日 

  

ま
た
、
講
師
派
遣
の
実
績
は 

 
 
 

2
月
15
日:

上
三
川
町
中
央
公
民
館
（
講
師 

伊
藤
康
子
さ
ん
） 

 
 
 

2
月
28
日:

鹿
沼
市
生
涯
学
習
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
「
ｸﾞ
ラ
ッ
ド
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

講
師 

豊
田
三
枝
子
さ
ん
、
高
野
幸
夫) 

 
 
 

3
月
12
日:

鹿
沼
市
生
涯
学
習
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
「
ｸﾞ
ラ
ッ
ド
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

講
師 

島
方
正
敏
さ
ん
、
森
山
京
逸
さ
ん) 

 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
、
か
な
り
発
揮
し
た
講
演
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
自
画
自
賛
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
登
録
講
師
で
も
あ
る
島
方

さ
ん
の
営
業
活
動
が
功
を
奏
し
て
、
活
動
の
場
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
根
気
良
く
PR
す
る
こ
と
で
講
演
の
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
実
情
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
も
PR
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

広
報
部 

高
野
幸
夫 

【
広
報
部 

講
師
養
成
・
講
演
活
動
】 

編 

集 

後 

記 
 

会
報
編
集
を
担
当
し
て
二
回
目
の
発
行
で
す
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
充
実
し
た
記
事
を
満
載
で
き
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
生
き
た
情
報
紙
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。 

会
報
編
集
部
一
同 

講

演

訪

問

先 
 
 

(

広
報
部 

島
方
正
敏) 

講 演 訪 問 先 講 演 訪 問 先 
さくら市生涯学習課 鹿沼市保健福祉部健康課 
さくら市健康福祉課 鹿沼市市民生活部生涯学習課 
さくら市社会福祉協会 レオン自動機健康保険組合 
キリンビール(株)栃木工場 小野内科循環器科医院 
ニッカウイスキー(株)栃木工場 上都賀教育事務所ふれあい学習課 
三菱ふそうトラック・バス(株) 西方町生涯学習課 
和光堂(株)栃木工場 栃木市保健福祉部高齢福祉課 
(株)高野商運 シルバー大学校南校 
喜連川工業団地工業会 自治医科大学 
(社)氏家法人会 自治医科大学付属病院栄養部 
さくら市喜連川商工会 大田原市高齢生きがい課 
さくら市氏家商工会 日光市厚生福祉課 
氏家ロータリークラブ 塩谷町保健福祉課 
さくら市老人クラブ連合会 高根沢町教育委員会生涯学習課 
高根沢町生涯学習課 高根沢町健康福祉課 
健康保険組合連合会栃木県連合会 宇都宮市平石市民センター地域情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
宇都宮大学生涯学習教育センター 栃木銀行健康保険組合 
 


